
t合

発~
ノ、

考

内

野

l語、
口

嶺

意

森
秋
絞
、
・
又
公
二
年
八
月
の
保
応
、

八
月
丁
卯
、
大
一
一
事
子
大
防
↓

と
あ
り
、
公
羊
停
は
之
を
説
明
し
て
、

園、へ員

圃

-Zψ

の

義

火
事
者
何
。
大
一
給
也
。
大
給
者
何
。
合
的
公
也
。
北
ハ
令
祭
奈
何
。
段
期
之
主
、
隊
一
一
エ
J

太
組
↓
未
致
廟
之
主
、
皆
升
、
令
二
食
子
太
組
叩
五
年

γ

印
再
殿
山
円
以
。

と
云
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
公
羊
俸
の
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
捗
れ
ば
、
給
と
は
、
文
字
の
一
不
す
一
辿
り
、
祖
先
の
大
ム
口
紋
…
ん
で
あ
っ
て
、
壁
崩
の
主
は

一
日
ふ
に
及
ば
守
、
未
段
踊
の
、
一
十
一
も
亦
同
時
に
、
太
組
の
闘
に
於
て
令
然
せ
ら
る
L

組
先
の
大
加
わ
%
で
あ
る
。
而
し
て
何
休
は
之
に
註
し
て
、
此

の
時
太
組
の
主
は
、
依
然
と
し
て
白
期
設
中
に
東
約
し
、
間
以
廟
未
段
一
闘
の
主
は
、
太
組
の
主
前
、
南
北
二
列
に
陳
列
さ
れ
、
昭
主
は
北
に
在

っ
て
南
約
し
、
穆
主
は
南
に
在
っ
て
北
織
す
る
と
説
、
ふ
。
穀
梁
停
の
設
く
と
こ
ろ
‘
花
符
の
註
す
る
と
こ
ろ
も
、
亦
此
の
公
羊
の
停
文
、
並

巳
何
休
の
計
・
又
と
大
同
小
異
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
春
秋
桜
文
の
「
大
事
L

が
、
何
故
「
給
」
祭
に
蛍
る
の
か
と
い
ふ
疑
問
に
釣
し
て
は
、
可
公
羊
停
徐
彦
疏
に
、
凡
そ
こ
つ
の
政
由
を

製
げ
℃
説
明
し
℃
ゐ
る

3

即
ち
一
つ
の
迎
由
は
、
春
秋
官
一
公
八
年
夏
六
月
の
経
文
に
、
一
ー
辛
巴
、
有
ν
事
こ
子
大
筋
ご
と
あ
り
、
単
に
「
有
ν
事
t

一

と
一五
び
て
.
一
大
事
」
と
一五
は
歩
。
今
此
鹿
に
「
大
事
ー一
と
云
ふ
か
ら
に
は
、
大
祭
即
ち
「
稔
」
で
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ム
の
で
あ
り
、



八
年
の
絞
文
に
J

二
十
年
・
二
十
一
一
一
年
・
二
十
六
年
・
二
十
九
年
・
三
十
二
年
と
一
飴
祭
が
行
は
れ
、

〈宏
一俸
は
之
に
溺
し

τ何
等
設
明
友
く
，
社
預
は
一詑
し
℃
、
此
の
「
大
乏事
L

一
は
諦
祭
だ
と
一
式
つ
℃
ゐ
る
。
〉

「
秩
七
月
積
一於
大
願
ご
と
あ
り
‘

今
一
，
づ
の
理
由
は
、
春
秋
悠
公

務
後
一
二
年
一
訟
と
い
ふ
こ
と
で
計
算
す
れ
ば
、
位
山
公
の
十
一
年
・
十
四
年
・
十
七
年

2 一一

そ
の
次
の
給
祭
は
丁
度
文
公
二
年
に
籾
蛍
す
る
ハ
侠
公
は

一
一
…
十
三
年
に
移
る
を
以
て
)
か
ら
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る

9

解
一
ペ
賞
八
年
一臭
六
月
半
己
、
有
ν
事
二
子
大
廟
↓
彼
是
時
祭
、

御
所
去
、
一
採
取
殺
文
一
去
、

二
年
一
一
船
、
γ

立
年
一
一
献
。

務
雅
云
、

此
一
ゴ
一
グ
大
者
、
走
大
祭
明
夫
。

線
大
祭
也
o

e
孫
氏
一
玄
、
締
、
五
年
大
祭
也
。

不

L一一同レ大。

H
H
d
π
H

、

自
ハ
牛
ρ

然
別
三
作
一
一
給
、

厄
年
二
跡
、

般
如
ν
山
川
小
也
。
案
佐
川
八
年
秋
七
月
、
締
一
一
於
大
筋
叩
従
ν
此
以
後
、
三
年
一
一
給
数
、

十
一
一
一
年
給
、
二
十
六
年
一
給
、
二
十
九
年
齢
、
三
十
二
年
払
如
、

則
十
一
年
一
給
、

十
四
年
一
給
、

十
七
年
給
、
二
十
年
一
給
、
二

文
二
年
始
也
口

恋
作
一
一
五
年
一
鵡
一
一
致
、

郎
総
一
一
倖
公
八
年
務
寸
十
三
年
潟
、

非
こ
諦
年
寸
正
賞
ν
合
ν
給
サ
故
知
一
一
此
年
大
一
併
合
じ

十
入
年
縮
、
二
十
三
年
滞
、
二
十
八
年
締
、

三
十
三
年
緒
、

文
五
年
繍
。

別
文
二
年
、

給
。
ム
矢
口

市
し
℃
後
漢
の
郷
玄
は
、
間
川
被
春
官
大
{
一
示
伯
の
「
以
こ
煉
・
総
・
線
二
平
こ
先
王
↓
以
一
一
績
食
二
学
こ
先
王
ご
に
花
し
℃
、

給
一
回
目
一
一
部
・
戯
・
繰
ぺ
誠
一
一
一
時
一
一
銭
食
一
者
、
著
工
何
一
一
黍
綾
一
414
相
備
上
由
。
魯
総
‘
三
年
一
世
謀
、
而
給
一
一
於
太
組
↓
明
年
夜
、
濡
一一
於
群
期
刊
日
ν

溺
以
後
‘
五
年
開
幕
放
祭
‘
一
一
給
一
議
。

と
一
式
つ
℃
ゐ
る
が
、

ハ
般
詑
ザ
ヂ
ム
制
鄭
註
亦
此
の
一
品
を
一
一
一
日
ム
)
こ
れ
勿
論
総
識
の
文
に
撲
っ
た
に
相
違
た
い
も
の
ふ
、
治
旦
上
仰
向
公
下
の
一
必
と

自
ら
共
の
撲
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
き
れ
ば
こ
そ
資
公
迭
は
、
此
の
鄭
…
……
刊
に
疏
し
て
次
の
如
く
に
論
じ
て
ゐ
る
。

刊誌官
一魯
搬
、
一
ニ
年
政
課
市
絵
日
決
太
組
一
者
、
此
以
一

-hm妥
踏
段
、
無
こ
文
可
v
明
。
春
秋
左
氏
億
一
訳
、
周
総
盤
在
ド
魯
。
郎
以
一
一
務
秋
一
潟
-
一祢
附
↓

今
昔
日
一
一
勢
総
}
者
、
銭
円
一
蒋
秋
一
而
言
也

D

春
秋
、
三
年
喪
胤
中
市
総
一
一
於
太
総
づ
溺
ν
若
下
す
〈
公
二
年
秋
八
月
.
大
一
一
本
子
大
樹
づ
隣
市
中
山
偽
公
上
。
位
、

一
一
一
十
一
一
一
年
ハ
十
一
月
V
苑
。
五
二
文
二
年
秋
入
月
汁
於
ν
澱
雌
ν
少
二
四
月
サ
、
治
是
三
年
変
説
中
部
得
一
一
一
給
仰
が
-
也
。
間
以
魯
縦
三
年
交
品
十
一
山
一
給
こ
於
太

級
プ
太
組
、
周
公
廊
。
消
下
於
一
一
間
例
会
瀬
中
寸
一
別
競
弘
桁
祭
上
也
。
一
再
三
例
年
泰
裕
綱
引
一
於
群
廟
一
者
、
此
明
年
一
容
摘
。
鰍
v
紙
一
一
一
正
文
寸
約
一
一
依
公
・



笠
公
一
得
ν
知
突
。

築
保
公
入
年
、
及
玄
八
年
、
皆
有
日
目
滞
文
寸
郎
知
、
松
山
公
・
笠
公
一
一
一
年
春
ぷ
?
鵡
可
ν
知
。
何
者
、
以
こ
文
公
二
年
一
給
づ
山
川
知
一
一
山
知
公
・
笠
公

二
年
亦
有
ひ
給
。
俗
公
・
笠
公
二
年
銃
潟
ド
給
、
純
明
年
九
比
一
一
一
年
議
税
、
四
年
五
年
六
年
秋
始
。
同
一
比
一
一
一
年
絵
、
一
史
加
一
一
七
年
八
年
づ
添
為
的
伊
一

五
年
締
叩
故
俗
公
・
笠
公
入
年
皆
有
レ
諦
。
九
A
M
明
年
一
稲
穂
明
尖
。
故
一
五
一
一
説
年
春
精
一
一
於
群
樹
一
廓
也
。

ぷ
一
…
内
同
レ
一
輪
以
後
五
年
部
蒋
政
祭
一
者
、
公
学
体
文
。
段
、
大
場
。
体
部
}
一
明
年
一
本
寸
縦
一
一
四
年
一
己
後
、
四
年
五
年
六
年
七
年
八
年
、
八
年
之
中
、

路
年
五
年
六
年
、
潟
吋
一
一
一
一
年
給
ぺ
七
年
八
年
、
添
レ
前
潟
一
一
五
年
蔽
叩
走
五
年
寄
股
祭
也
。
一
試
二
…
給
一
誠
一
者
.
走
路
議
文
。
抑
制
官
一
五
年
之
中
、

鴻
一
一
一
締
一
一
船
一
極
♀
ハ
総
記
王
制
孔
頴
逮
疏
に
、
亦
此
の
一
事
b
L
論
じ
て
設
か
な
れ
ど
も
、
大
凡
大
同
小
異
な
れ
ば
、
今
践
を
謎
け
て
引
用

す
る
こ
と
か
与
省
く
。
)

「
稔
」
「
一
穂
」
の
格
異

「
稔

1一
祭
。
義
以
上
の
如
し
と
せ
ば
、
綴
祭
五
年
に
一
織
の
「
諦

17亡
、
大
凡
如
何
な
る
ね
遼
黙
が

b
る
か
。
今
左
に
少
し
く
之
が
攻
究
を

滋
め
℃
見
ょ
う
。
品
ん
も
「
諦
」
に
は
、
天
位
以
諦
郊
の
「
鵡
ー
一

b
り
、
又
王
者
そ
の
始
組
主
配
祭
す
る
の
大
「
締
1

一
b
り
、
更
に
叉
宗
廟
時
祭

嘗
織
の
「
締
」

b
り
て
、
一
概
に
之
を
断
4
1
る
こ
と
は
関
難
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
凡
そ
夫
等
の
「
締
」
に
就
℃
は
、
銃
に
設
表
し
た
「
鵡
祭

弱
い
の
方
に
譲
り
、
今
は
只
瓦
年
に
一
締
の
廟
祭
に
閉
山
っ
て
此
の
一
挙
を
論
究
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

鰭
「

-4

硲
い
と
「
鵡
」
と
の
椋
還
に
つ
い
℃
は
、
就
に
三
年
一
一
給
、
五
年
一
締
と
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
自
然
共
の
相
違
黙
が
明
か
に
さ
れ
て
ゐ

る
が
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
命
そ
の
詳
細
に
期
総
し
℃
は
、
藤
詑
玉
秘
「
天
子
被
約
、
給
締
、
給
也
回
、
給
系
。
」
の
孔
頴
建
琉
を
見
る
必
要

が
あ
る
由

鄭
康
成
、
ぬ
・
締
及
臨
時
祭
所
一
以
葵
{
者
、
此
訟
諮
ν
松
山
こ
於
始
組
之
鱗
寸
毅
勝
之
主
、
及
未
致
廓
之
主
、
皆
在
こ
始
総
…
期
中
叩
始
組
之
主
、

於
一
一
務
方
一
東
部

9

給
総
之
子
銭
y

昭
、
北
方
海
面
u

始
組
宕
孫
議
ν
穆
、
南
方
北
部
。
自
ド
此
以
下
皆
然
。
従
ν
西
怠
ν
上。

祭
一
五
紅
一
活
様
之
織
刊
生
ハ
紘
一
位
乃
鼠
ハ
V
A

輪
招
制
御
宇
英
文
武
以
下
護
主
、
若
一
一
穆
之
濯
、
正
汁
祭
一
一
於
文
王
之
鍛
↓
文

山一、

一一‘ 3一一ー



子
一
東
商
，
穆
主
皆
北
商

3

無
昭
主
叩
若
こ
昭
之
遼
主
刊
祭
-
一
於
武
主
之
筋
プ
一
民
主
東
南
、
ダ
ハ
昭
主
皆
南
面
。
無
-
-
穆
主
叩
叉
欽
一小
ご
親
廟
四
↓
北
ハ

四
時
之
祭
、

e

惟
后
一
概
文
武
及
-
親
四
綴
也
。
(
破
統
一
詰
)

を

即
ち
「
稔
1

一
一
祭
に
於
て
ほ
、
段
踊
・
米
投
廟
を
問
は
守
、
全
部
の
木
、
王
を
始
祖
(
太
組
)
廓
に
集
め
て
合
祭
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
鵡
」
祭

に
於
℃
は
、
段
織
の
木
主
の
み
が
始
組
鼠
に
合
祭
せ
ら
れ
高
組
に
至
る
ま
で
の
未
設
の
図
殺
廓
は
、
各
自
そ
の
一
期
に
於
て
祭
ら
れ
る
。
人
7

之
を
周
の
例
で
云
ム
号
、
ら
ば
王
季
以
上
の
綾
瀬
の
主
は
総
べ
℃
始
組
后
稜
の
廓
に
令
状
一
小
せ
ら
れ
、
文
玉
武
王
以
下
の
段
踊
の
主
は
、
移

主
及
ら
ば
文
王
の
'm別
に
、
問
主
な
ら
ば
武
王
の
取
に
令
祭
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
文
王
は
穆
主
に
蛍
り
、
武
王
は
昭
主
に
常
る
か
ら

で
、
而
も
周
に
於
て
は
、
文
武
の
二
王
は
、
特
に
之
を
尊
崇
し
て
、
敢
て
永
久
に
致
廟
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
斯
の
如
く
特
別
扱
び
を
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
而
し
て
父
・
副
・
曾
組
・
高
組
の
四
貌
蹴
が
、
各
自
の
織
に
於
て
然
ら
れ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
と
.
斯
う
い
ふ
の
で

あ
る
。米

の
那
車
内
も
亦
論
詰
八
伶
篇
稀
濯
の
疏
に
於
て
、
「
払
何
者
合
出
泊
。
文
二
年
公
羊
停
日
、
大
一
給
者
何
。
合
的
目
以
也
。
北
ハ
合
祭
奈
何
。
段
踊
之
主
、

隊
一
一
子
太
組
づ
未
段
廓
之
主
、
皆
升
、
合
一
一
食
於
太
組
一
元
也
。
〈
中
略
〉
三
年
一
給
、
五
年
二
脚
。
鵡
所
一
-
一
以
異
一
一
於
一
給
一
者
、
州
政
府
之
主
、
陳
二

於
太
蹴
サ
奥
ν
給
向
。
未
段
期
之
主
、
則
各
就
一
一
共
廟
一
部
祭
也
。
」
と
設
い
て
ゐ
る
が
、
日
記
れ
全
く
孔
疏
と
意
見
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
梁
の
泉
川
山
は
、
論
一
治
義
疏
の
中
に
於
て
、
務
総
亦
、
段
踊
未
川
政
胸
の
、
玉
、
何
れ
も
皆
太
胞
の
期
に
升
り
、
以
て
合
約
九
小
中
む
受
け
る
も

の
と
な
し
，
「
滞
納
版
、
必
以
二
段
期
之
主
寸
隙
在
一
一
太
組
廟
寸
未
州
政
廟
之
主
、
亦
升
一
一
於
太
組
溺
↓
序
一
一
諦
昭
穆
↓
雨
後
北
ハ
ム
口
二
食
堂
上
ご
と
一
五

円
J

て
ゐ
る
が
、
併
し
こ
れ
で
は
給
祭
の
場
合
と
一
向
幾
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
初
も
給
・
諦
雨
立
さ
せ
る
以
上
、
皇
侃
の
訟
は
不
泊
と
な
ら
ざ

る
b
L
符
な
い
。

一
一
一
、
袷
大
一
湘
小
説

.
以
上
競
く
と
こ
ろ
に
よ
り
、
五
円
人
は
既
に
給
と
稀
と
の
聞
に
若
干
の
相
逮
黙
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
然
ら
ば
給
と
耐
と
は
、
問
的
役
と
し
て

そ
の
仰
れ
が
大
為
何
れ
が
小
な
の
で
あ
ら
う
か
。
間
総
器
官
大
{
一
部
伯
に
競
れ
ば
‘

一一- 4 



以
日
一
線
・
獄
・
線
二
時
一三
先
王
寸
以
一
一
餓
食
一
享
一
一
先
王
づ
以
ν

柄
泰
孝
一一
先
王
↓
以
ν

翰
夏
享
ニ
先
王
づ
以
レ
嘗
秋
享
一
一
先
王
ぺ
以
レ
帯
保
各
享
一
一
先
王
↓

と
あ
り
、
郵
玄
が
此
の
「
隙
・
献
・
判
例
L

を
以
て
胎
れ
れ
小
な
り
と
し
、
総
食
を
以
て
締
祭
な
り
と
し
た
こ
と
は
、
前
段
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
附
し
て
此
の
六
一
平
の
配
列
か
ら
見
て
、

「
洲
町
・
献
・
隷
」
が
「
鈴
食
」
よ
り
大
で
あ
る
べ
き
は
一五
ふ
ま
で
も
な
く
、
従
っ
て
託
公
彦

は
之
に
疏
し
て
、

此
絞
滞
納
市
一
一
語
レ
之
、
即
有
一
一
六
機
刊
紙
而
言
ν
之
、
山
川
亦
有
一
ニ
ニ
壮
一寸
之
差
↓
隙
・
獄
・
線
、
是
給
之
大
祭
。
以
一
一
銭
食
づ
走
諦
之
次
祭
、
以
一
一

春
卒
一
以
下
、
走
時
的
役
之
小
祭
。

一疋
一五。

と
さ
へ
言
内

J

℃
ゐ
る
。
来
し
て
「
郎
・
献
・
隷
」
が
給
で
あ
り
、
「
錆
食
」
が
締
で
あ
る
な
ら
ば
、
此
の
大
小
論
は
恐
ら
く
川
市
っ
て
ゐ
る
で
あ

ら
う
。
併
し
乍
ら
、
此
の
「
柏
町
・
献
・
線
」
を
給
然
に
蛍
て
、
叉
「
鈴
食
」
を
諦
祭
に
や
m
て
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
別
に
こ
れ
と
い
ふ
正
文

の
設
嫁
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
に
就
て
は
、
何
れ
復
後
段
に
於
て
鱗
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

と
こ
ろ
が
訟
に
給
大
鵡
小
と
も
見
る
べ
き
一
二
選
さ
れ
た
る
文
献
が
存
す
る
。
そ
の
一
つ
は
質
に
総
記
曾
子
問
に
一
不
さ
れ
た
る
左
の
記
事

で
あ
る
。

給
一
一
然
於
耐
べ
則
印
刷
迎
一
一
四
時
間
之
、
王
刊
、
正
出
ν
防
入
レ
」
胸
、
必
勝
。

こ
れ
給
祭
に
は
、
未
段
廟
・
四
籾
闘
の
主
を
も
始
組
問
に
移
す
こ
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
頓
て
制
記
王
制
の
郷
注
孔
疏
設
(
前
出
〉

を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。
否
寧
ろ
鄭
一
夜
孔
疏
設
は
、
一
昨
民
は
此
の
ハ
官
子
問
の
記
事
な
ど
を
北
ハ
の
校
擦
の
一
つ
と
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、

「
給
」
の
大
合
総
郊
で
あ
る
こ
と
を
知
る
上
に
有
力
な
る
設
撲
で
は
あ
る
。
相
い
そ
れ
か
と
云
っ
て
、
取
に
こ
れ
だ
け
の
記
事
で
は
、
未
だ
以
て

「
滞
」
と
比
較
し
℃
、
給
は
大
也
と
速
断
し
難
い
黙
も
存
す
る
。

然
る
に
そ
れ
に
も
培
し
て
有
力
な
る
設
撲
と
も
な
る
べ
き
文
献
は
、
春
秋
や
左
惇
な
ど
に
著
は
れ
た
る
左
の
記
事
で
あ
ら
う
。
今
共
の
有

努

力
た
る
鐙
撲
と
も
な
る
べ
き
文
献
を
列
奉
し
て
見
る
と
、
森
秋
経
文
に
於
て
五
ケ
係
、

6

関
公
二
年
「
夏
五
月
乙
磁
、
士
ロ
こ
穂
子
葉
公
ご

，ゐ
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倦
公
入
年
ワ
秋
七
月
、
謙
一
一
子
大
廟
ご

文
公
二
年
秋
「
八
月
了
卯
、
大
一
一
事
子
大
溺
ア
一

笠
公
八
年
夏
六
月
「
辛
巴
、
有
ν
事
一
一
子
大
願
ご

去
十
五
全
二
月
笑
菌
、
有
ν
率
二
子
武
宮
ご
(
伽
謡
d
-
目
前
い

3v)

と
あ
り
，
東
に
友
停
に
於
℃
ニ
ケ
僚

昭
公
二
十
五
年
「
終
ν
諦
一
一
於
褒
公
ご

。
丸
公
八
年
・
「
各
十
月
半
卯
、
論
一一
子
傍
公
ぺ
l

一

と
あ
る

b

今
之
主
治
覧
す
る
と
、
「
締
」
の
こ
と
は
旦
く
之
を
描
き
、
凡
そ
「
大
事
」
と
「
有
レ
事
」
と
に
分
別
記
録
さ
a

れ
て
居
る
こ
と
を
見

る
J

而
し
℃
公
羊
の
設
に
採
れ
ば
、

。

「
給
」
の
大
合
祭
だ
と
い
ム
。
若
し
此
の
一
品
を
是
認
す
る
な
ら
ば
、
「
有
レ
事
」

は
給
よ
り
も
小
な
る
祭
と
な
り
、
他
の
用
例
か
ら
推
し
℃
、
任
問
、
然
「
諦
」
の
位
以
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
事
は
、
は
い
公
八
年
の
場

「
大
事
」
と
あ
る
の
は
、

合
と
、
笠
公
入
年
の
場
合
と
乞
釘
照
す
れ
ば
、

一
見
直
ち
に
了
解
さ
れ
る
事
柄
で
あ
り
、
口
比
つ
「
諦
」
然
す
る
に
方
つ
て
は
、
未
投
の
胸
は

北
ハ
の
係
各
自
の
闘
に
於
℃
祭
ら
れ
る
こ
と
も
分
る
の
で
あ
る
が
、
位
疑
問
と
す
ぺ
き
は
、

一
常
一
伺
ム
如
く
、
六
一
輪
」
と
「
締
」
に
分
設
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
そ
の
黙
未
だ
他
に
明
械
、
な
る
殺
擦
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
社
演
が
文
公
二
一
年
の

「
大
事
」
に
釣
し
℃
、
「
大
事
と
は
諦
也
」
と
注
し
た
の
も
、
一
概
に
之
を
斥
け
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

斯
く
し
℃
活
干
の
難
黙
は
存
し
ハ
J
L
も
、
兎
も
角
「
給
大
稀
小
」
の
殺
は
一
路
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
之
と
は
一
正
反
釘
に
、
「
締
大

「
大
事
」
と
「
有
レ
事
ー
一
と
が
、
処
し
て
公
羊
の

給
小
い
の
訟
も
、

一
方
に
存
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

問
、
一
締
大
袷
小
説

鄭
玄
が
公
平
其
の
他
に
必
づ
い
℃
、
給
大
続
小
説
主
唱
へ
・
党
二
と
は
前
既
に
詳
説
し
た
泌
り
で
わ
る
。
然
る
に
総
記
王
制
孔
疏
の
引
設
す

る
と
こ
る
に
操
る
と
、
常
に
鄭
訟
に
反
封
ず
る
を
以
て
著
名
な
る
五
織
は
、
此
の
駄
に
関
し
て
も
、
矢
間
以
り
が
お
の
立
場
に
立
っ
て
、
締
大



給
小
訟
を
嶋
へ
・て
ゐ
る
も
の
L

如
く
で
あ
る
。
今
之
を
引
用
す
る
と
、

一
給
潟
ν
小

Q

故
一
十
一
滴
論
、
引
下
川
以
遠
説
、
中
一
日
二
滞
於
舵
公
訪
問
宥
遮
也
、
森
こ
波
一
一
昭
穆
寸
濯
、
モ
滋
位
、

孫
居
小
一
土
父
之
出
陣
よ
。
久
川
引
下
浦
日
一
於
大
納
一
逃
除
、
共
昭
口
ノ
松
戸
、
北
ハ
悦
郎
総
制
約
二
ネ

f
キ
孫
寸
山
川
町
一ん
父
子
並
外
上
。
逃
一
間
切
八
一
一
ム
、
首
升
令
一
於
比
九

時
伊
一
以
劉
散
・
立
法
・
郷
家
・
お
…
搬
等
、
皆
以
タ
然
。
(
欄
制
限
)

と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
引
用
は
初
々
明
僚
を
胤
く
憾
み
が
た
い
わ
け
で
も
な
い
。
併
し
脱
気
乍
ら
、
「
時
」
に
於
℃
は
版
主
何
れ
も
品
川
合

的
伏
せ
ら
れ
、
「
給
し
に
於
℃
は
必
や
し
も
さ
う
で
な
い
。
総
ハ
/
℃
締
は
大
に
し
て
袷
は
小
だ
と
す
る
意
見
が
、

肴
取
さ
れ
る
一
鱗
可
決
が
、
周
総
春
宮
司
傘
葬
の

ふ
掛
純
夏
輪
、

'線
用
}
一
難
北
川
品
券
ぺ
皆
有
レ
舟
。

J

J
・-秋営け久一

J

糸
、
線
肘
一
一
山
平
'
祐
実
体
づ
皆
有
レ
舟
。

務
日主
漁
一・
張
蝕
・
孔
け
兆
ぷ
同
以
レ
締
鴻
↑大，

北
ハ
の
附
に
去
取
さ
れ
る
こ
と
は

凡
四
時
J

ぷ
問
靴
、

上
弘
司

-
k
p
u
n
u，
件
、
用
不

、、辺
ι

づ
r
1
3
4

一
部
叩

一
周
二
虎
森
雌
弊
誌
同
有
↑
舟
。

に
い
訴
し
丈
、
「
袖
砲
事
・
羽
卒
、
消
こ
鵡
・
給
戸
山
旬
。
衣
こ
臨
時
之
間
づ
故
日
二
間
一紀
ご
と
一
五
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
と
、
郷
可
決
も
亦
ど
う
や
ら

「
締
大
船
小
」
と
見
た
ら
し
い
。
け
れ
ど
も
此
の
迫
字
・
朝
李
が
来
し
て
締
・
給
に
常
る
か
ど
う
か
は
頗
る
疑
問
で
あ
り
、
郷
玄
岐
に
之
に
減

ら
や
7

、
市
民
公
彦
亦
司
農
訟
を
支
持
し
て
ゐ
た
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
ふ
も
の
と
司
漢
が
締
を
ぬ
よ
り
大
な
り
と
考
へ
た
二
と
だ
け
は
、
概

ね
惣
一
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

b
っ
て
予
さ
れ
ば
こ
そ
王
制
孔
疏
も
、
・
一
土
粛
訟
の
グ
ル
ー
プ
の
中
へ
、
一
枚
鄭
司
農
を
加
へ
た
の
で
あ
ら

う
a

併
し
何
れ
に
ル
セ
も
、
ヤ
十
一
瀬
訟
は
滋
織
を
根
械
部
と
せ
る
も
の
で
あ
り
、
米
だ
鄭
去
設
程
の
線
一
乎
ハ
比
絞
的
)
と
し
た
論
協
は
な
い
ゃ
う

で
あ
る
。

五
、
給
一
精
一
祭
ニ
名
設

、以
上
の
如
く
，
或
は
拾
の
方
、
が
大
た
り
と
か
、
或
は
鵡
の
方
が
大
た
り
と
か
、
兎
角
の
議
論
を
重
ね
て
ゐ
る
間
に
、
こ
れ
は
叉
意
外
に
も

松
浦
は
光
来
薬
及
っ
た
二
祭
で
な
く
し
℃
、
一
一
祭
に
し
て
二
名
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
ム
設
が
生
じ
た
。
而
し
℃
北
ハ
の
訟
の
先
粧
を
な
す
も

♂
の
絵
、
資
に
夜
遊
劉
部
あ
捻
り
で
多
る
ち
し
い
。

7一一



夜
中
途
ト
劉
激
烈
一
去
、
ハ
総
務
ご
祭
二
名
、
殺
無
一
一
差
竪
(
蹴
一
週
一
間
総
)

け
れ
ど
も
単
に
こ
れ
だ
け
で
は
、
何
故
に
給
諦
一
一
祭
二
名
た
の
だ
か
分
ら
た
い
。
躍
記
王
制
孔
琉
に
た
る
と
、
此
の
事
を
和
'n
詳
し
く
設
明

し
て
、
次
の
如
く
に
一
五
円

J

て
ゐ
る
。

磁
雅
一
五
、
務
大
約
九
ル
也
。
謂
下
比
一
一
四
時
一
気
ム
レ
大
也
。
故
孫
炎
等
注
一
一
繭
雅
一
云
、
皆
以
レ
締
箆
一
二
一
主
五
年
一
大
祭
↓
若
一
ニ
一
云
左
氏
設
及
社
一
元
克
凱
↓
皆
以
ν

締費A筋♂多?均伊タP竺一=三三一ニこ一二三三一

川却州ち(ぺ2，〕
一
)
十
森
格
秋
経
文
や
左
停
等
に
飴
の
寸
文
〈
字
の
見
え
ぬ
『
こ
)
と
、
(
つ
三
一
C)
繭
殺
孫
炎
一
注
在
や
左
氏
設
乃
至
社
預
一
注
託
に
嫁
れ
ば
、
五
年
の
一
大
祭
も
三

年
の
二
人
的
公
も
、
北
ハ
に
締
約
九
小
で
あ
る
こ
と
等
の
潔
白
に
よ
り
、
給
稀
は
一
祭
二
名
な
り
と
し
、
そ
の
仰
い
川
に
昭
穆
を
審
締
す
る
と
こ
ろ
か
ら
之

を
穏
と
潟
ひ
、
又
そ
の
的
役
に
群
耐
を
A
n
集
す
る
と
こ
ろ
か
ら
之
を
一
給
と
お
っ
た
に
過
ぎ
ぬ
と
す
る
も
の
で
あ
る

9

事
案
森
秋
や
左
停
の
例
に

於
℃
、
未
だ
拾
の
文
を
見
な
い
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
、
此
の
一
一
祭
二
名
設
は
相
常
根
携
が
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
制
御
玄
が
信
や
る
蹴
織
の
、

五
年
に
一
一
給
一
締
す
る
訟
は
未
だ
俄
か
に
信
を
措
き
難
く
、
叉
周
純
一
本
官
大
{
一
示
伯
の
「
山
町
・
献
・
隷
」
と
「
鈴
食
」
と
を
一
給
i

諦
に
市
川
政
め
る

こ
と
に
、
何
等
依
る
べ
き
根
擦
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
清
の
金
携
は
、
北
ハ
の
著
求
古
録
税
設
の
中
に
於
て
、
次
の
如
く
論
じ
℃
賀
・

刻
の
一
一
祭
二
名
訟
に
賛
意
を
表
し
て
ゐ
る
。

諸
経
未
ν
有
一
一
税
一
給
釘
一
一
一
一
口
者
↓
周
総
司
傘
称
、
四
時
之
同
一
紀
、
鄭
可
愛
以
一
一
迄
享
一
筋
レ
荷
、
朝
一
宇
治
レ
給
。
大
ん
一
ぶ
伯
、
以
一
一
郎
・
献
・
隷
一
字
一
一
先

主
ぺ
以
一
一
節
食
一
山
手
一
一
先
王
↓
制
御
注
以
一
一
県
・
献
・
線
一
得
レ
絵
、
以
一
一
銭
食
一
佐
川
ν
諦
。
此
皆
一
訳
家
妄
設
、
絞
紙
一
一
一
明
文
一
也
。
締
給
不
一
一
釘
一
一
一
一
向
寸
北
ハ

非
一
一
二
然
一
明
突
。
諸
家
以
一
一
疏
裕
一
党
一
三
大
鉱
山
一
者
、
妄
也
。
劉
・
賀
郡
一
一
一
祭
二
名
↓
共
投
一
脱
一
一
諸
家
一
銭
レ
優
。
(
諮
鋒
)

清
の
康
州
側
字
胤
(
亦
一
一
祭
二
名
訟
を
採
り
、

辺
一
元
総
経
ぺ
蔽
給
笈
一
事
.
市
締
即
時
的
対
中
之
一
也
。
ハ
締
を
時
似
山
中
の
一
つ
に
限
っ
て
し
ま
ふ
こ
と
に
は
異
論
あ
る
も
)
夫
給
H
M
レ一川

以
子
令
。
是
凡
合
然
皆
偽
レ
給
。
鴻
比
二
小
川
ヂ
帝
。
蓋
帝
祭
之
約
。
北
ハ
制
始
一
一
菅
舜
寸
友
・
高
・
周
凶
レ
之
。
北
ハ
義
取
レ
審
こ
諦
昭
穆
↓
上
近
一
-

船
所
こ
自
由
ぺ
(
こ
の
事
に
も
多
少
の
異
議
あ
り
)
下
及
一
一
致
廟
・
未
数
鰯
之
主
サ
・
:
:
市
姿
英
ν

大
一
一
於
繭
↓
故
一
本
秋
猟
勢
一
一
大
蕊
↓
公
羊
亦

一一一 8 



以
ニ
滞
之
給
一
均
二
特
大
寸
前
者
μ

之
日
二
大
一
給
一
也
。

先
係
以
-一
帯
秋
・
公
ふ子、

v
b
リ
j

リ

[

合
x.、0
1
t
z、立

て
4

日返品一
-
M
手
-
一
一
町
名
一
治
相
百

h
M
一-Z伺

件
、f
比立ハドエ一一一
-1

J

帝、

U
レ

t
i
r
q
e
-
/
L
・
1ι
レ
=
山
叩

い川…一
一払
阿
川
公
之
文
ぺ
間
以
ド
鵡
線
}
一
大
事
ぺ
孔
頴
建
疏
問
、
給
即
締
也
。

取一
-北
パ
序
-
一
昭
穆
づ
お
一
一
之
締
寸
取
一
-
一
比
(
人
口
一
一
川
純
づ
刊
川
一
一
之
胎
サ
誠
不
明
知
之
解
ム
欠
。

と
説
明
し
て
ゐ
る
。

高
知
大
亦
「
製
般
質
疑
」

締
一
給
一
一
争
中
乞
論
じ
て
詐
制
を
一
組
め
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

煩
を
泣
け
℃
人
l

之
を

の
中
に
於
て
、

省
略
す
る
。

凡
そ
此
等
の
訟
に
よ
れ
ば
、
合
的
対
は
総
べ
て
之
を
「
給
」
と
糾
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、

「締ー一

「
一
給
」
と
い
ふ
名
の
特
定
の
然
は
無
い
。

は
八
日
口
祭
す
る
の
で

b
る
か
ら
、
従
っ
て
之
を
「
給
」
と
糾
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
史
に
進
ん
で
は
、
「
給
」
は
然
の

名
に
あ
ら
や
y
、
間
半
に
合
的
対
す
る
意
味
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
議
論
に
ま
で
後
日
以
す
る
。
我
が
竹
添
井
井
持
士
が

締
、
本
天
子
祭
ν
天
之
大
山
内
山
。
於
ν
走
、
凡
祭
之
大
者
、
凶
前
一
丞
締
サ
於
レ
バ
ム
、
諸
侯
之
大
祭
、
悶
亦
名
レ
締
ム
欠
。
即
…
佼
柊
之
的
(
ぺ
亦
名
一
一
士
口

精
一
尖
J

訟
レ
総
者
、
以
一
一
諦
給
一
潟
一
三
祭
主
斤
也
。
:
・
:
・
令
子
問
、
胎
一
一
一
祭
於
組
づ
則
枕
泡
二
明
朗
之
主
↓
又
日
、
州
市
一
一
七
期
五
胸
石
…
ν
段レ

主
。
出
邸
レ
主
単
品
、
惟
一
給
一
一
袋
一
於
民
投
グ
飢
…
ν
主
一
持
。
憐
レ
此
、
知
こ
や
バ
ム
口
一
也

Q

後
人
加
一一
一
不
於
合
労
一
ヰ
。
非
一桑
名
一
也
。
(
倒
的
十
一
併
)

と
論
じ
た
の
は
、
全
く
そ
の
意
味
で
あ
る
。

斯
く
し
て
一
祭
二
名
訟
は
、
一
見
甚
だ
有
力
な
如
く
で

b
る
。
け
れ
ど
も
来
し
て
給
と
柿
と
は
、
上
仰
向
論
者
の
主
張
す
る
如
く
‘
全
く
一

祭
二
名
に
過
ぎ
た
か
っ
た
で
お
ら
う
か
、
ど
う
か
。
今
少
し
く
他
の
文
献
を
穿
怨
し
℃
見
る
必
裂
が
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
。

六
、
給
一
時
有
レ
別

設

上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
一
去
っ
て
、
「
一
給
」
は
溺
ー
し
た
の
わ
小
名
で
な
い
と
見

る
こ
と
は
、
果
し
て
、
常
を
得
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
成
る
程
春
秋
や
左
停
等
に
は
、
未
だ

「
殆
」
の
文
が
見
え
な
い
か
も
知
れ
た
い
が
、
政

記
の
曾
子
問
や
王
制
や
大
体
位
一
寸
に
は
、
立
汲
に
で
殆
'
一
の
文
が
著
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
金
判
明
は
「
諸
経
未
レ
有
一一
.
稀
給
釘
一
一
一
一
日
以
ぬ
ご
と

川一去
っ
℃
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
主
制
の
中
に
は
立
涙
に
給
稿
料
到
一
一
出
向
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
。

いい一一

給
一
桑
於
組
前
税
制
単
品
衛
マ
，
ん
芸
、
五
倍
議
入
魚
、
必
跨
J
(

諸
官
)

恭
秋
や
左
俸
に
、
「
一
給
」
の
文
の
見
え
な
い
こ
と
は
、

一一一 9 一一



雪
之
七
旗
手
堅
無
量
レ
キ
…
ι

虚
v
主
者
、
懲
一
諮
こ
祭
於
一
統
べ
認
ν
強
…
ν

主
一
号
(
J
m
)

天
子
様
約
、
給
穂
、
給
嘗
》
一
給
一
議
。
務
侯
約
郊
不
ν
務
‘
諮
問
加
不
ν
営
問
、
嘗
州
知
不
ν
茶
、
一
糸
川
知
不
ν
約

q

諸
侯
約
級
、
浦
一
一
純
一
鈴
、
嘗
絵
、

一
議
…
給
。
(
一
緒
…
)

総
不
v
五
不
ド
務
。
王
者
務
ま
叫
ん
ハ
組
之
所
こ
岳
山
内
ぺ
以
一
一
共
組
一
配
ν
之
。
諸
侯
及
一
一
北
ハ
太
訟
↓
大
夫
士
有
一
一
大
事
↓
省
一
一
於
北
ハ
京
寸
子
給
及
一
一
共
~
品
川
肌
サ

(
諸
)

竹
添
博
士
は
、
此
の
曾
子
向
の
「
一
給
」
を
以
て
、
祭
名
と
見
4
7
、
京
に
「
ム
口
」
の
意
味
に
解
し
て
居
ら
れ
る
こ
と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
曾
子
問
の
給
祭
を
、
山
本
に
合
祭
の
意
に
過
ぎ
宇
と
阿
見
て
来
支
な
い
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
続
々
疑
問
で

b
り
、
妥
す
る

ιけ
ん
る
人

各
自
の
見
識
と
い
ム
よ
り
外
は
な
く
、
未
だ
総
封
に
祭
名
な
ら
宇
と
ム
向
山
凡
さ
る
べ
き
特
別
の
理
由
も
見
出
せ
た
い
の
で
あ
る
。

王
制
に
於
材
る
始
諦
も
，
見
方
に
よ
っ
イ
ん
は
単
に
「
令
祭
の
滞
i

一
と
も
M
M
ら
れ
よ
う
が
、
マ
〈
見
方
に
よ
っ
て
は
、
給
・
聴
料
並
ん
だ
二
的
引

の
名
と
も
見
ら
れ
よ
う
。
コ
船
岱
?
一
給
蒸
も
同
絞
)
市
し
て
大
俸
の
例
に
五
つ
て
は
、
前
二
者
に
比
し
、
「
給
;
一
主
的
公
名
と
見
る
税
方
に
、

段
の
拍
車
中
む
か
け
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

此
の
立
坊
に
立
つ
時
、
松
滞
別
祭
訟
は
復
び
ニ
L

に
綜
ケ
践
し
て
来
る
a

か
の
隙
詐
道
が
北
ハ
の
若
松
川
訟
の
中
に
於
℃
、
「
漠
時
以
一
一
誠
ぬ
一
均
一

一
一
祭
づ
故
叫
ん
れ
轍
始
索
。
」
と
去
っ
た
の
も
、
恐
ら
く
此
等
の
制
脱
出
に
本
づ
く
も
の
で
あ
ら
う
。
又
か
の
本
如
誌
が
北
ハ
の
若
山
内
民
汚
京
の
中
に

於
て
，
「
大
宗
伯
、
山
町
・
獄
・
線
開
花
穂
祭
也
。
銭
食
間
ム
ル
訟
祭
也
。
一
一
川
悦
サ
ル
杯
、
追
字
必
藤
川
公

9

獄
卒
凡
比
一
給
祭
也
ο
'域
有
一
一
日
此
別
づ
出
資
遼
・
桝
獄
、

以
矯
吋
{
締
給
一
一
祭
二
名
叩
;
:
:
局
総
就
同
一
一
内
科
・
獄
・
繰
づ
又
日
二
銭
食
べ
'
既
日
二
一
退
手
づ
叉
同
二
部
卒
寸
差
一
一
郎
北
ハ
鵡
松
一
一
也
。
治
則
及
一
一
段
取
之
、
正
寸

締
一
郎
及
官
泌
総
之
所
一
一
良
出
日
也
。
安
得
二
祭
市
二
名
一
哉
。
」
と
論
じ
た
の
も
、
加
の
方
…

mか
り
、
給
線
別
祭
訟
を
主
桜
し
た
も
の
と
ω
併
せ
ら

れ
る
。
位
山
主
考
涼
が
、
開
館
大
京
偵
の
「
蔀
・
献
・
務
い
を
続
的
伐
と
し
も
「
鍛
食
」
乞
一
給
祭
と
し
た
こ
と
は
、
郷
玄
殺
と
は
ん
十
一
く
反
お
で

あ
り
、
関
心
づ
「
諦
祭
」
主
、
総
記
大
徳
や
喪
服
小
印
仰
に
よ
れ
ν
、
五
点
拘
の
大
祭
と
J
U

℃
解
し
た
黙
は
、
制
御
役
と
異
な
り
、
公
く
新
ら
し
い
見
解

の
上
位
立
っ
と
討
は
か
ば
な
ら
な
い
。
ハ
揚
復
に
此
の
設
あ
り
冶
る
こ
と
詐
制
玄
級
む
る
も
、
依
り
に
長
け
れ
ば
略
す
。
)
市
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し
て
此
等
の
殺
を
承
け
て
、
大
い
に
之
を
数
約
し
党
と
思
は
れ
る
も
の
に
、

楽
慈
問
の
左
の
一
文
が
あ
る
。

案
天
子
宗
繍
之
職
一
給
、
常
下
以
一
一
防
総
大
宗
伯
・
司
傘
券
二
戦
之
文
一
得
士
山
応
。
市
司
傘
券
之
文
克
明
。
共
畳
一
日
問
、
涼
一
刷
、
一
立
論
側
、
秋
許
、

b
n
J

然
。
四
時
之
問
犯
、
退
山問中
初
本
口
間
総
得
議
、
四
時
之
王
位
小
也

D

込…
学
郎
稲
作
ル
。
取
一
一
也
遠
之
義
ペ
故
名
一一
迫
卒
叩
朝
平
即
給
然
。
群
山
川
之

主
)
皆
升
令
}
一
食
於
太
秘
叩
有
明
一
刻
之
議
寸
故
名
ニ
朝
一
平
刊
以
三
兆
間
一
}
於
四
時
正
然
之
中
づ
故
名
一
一
四
時
之
間
記
↓
大
ん
一不
伯
職
問
、
以
一
一
郎
献
稼
一

本
一一先
主
ぺ以
一一
餓
食
ニ
ヰ
一一
先
王
サ
-
n
;
線
献
線
以
こ
締
ω
栄一平
一一問
、
餓
食
以
日一給祭・一一一
一問
。
荒
川
泡
一
一
ぬ
刷
所
一
岳
山
づ
克
以
一
一
謀
献
一
位
川
レ章
。
払
叩
則
隙
ニ

般
協
之
、
平
一
一
郎
令
食
務
、
4

ん
以
こ
儲
食
一
然
ν
重
也
。

繭
祭
之
減
、
治
下
以
町
一
大
徳
之
丈
一
潟
ム
レ
定
。
日
、
税
不
ν
主
不
ν
滞
。
王
者
締
一
品川
持
組
之
所
こ
{
日
出
づ
以
一
一
泊
ハ
純
一
配
レ
之
。
越
仙
術
刻
、
締
王
者

之
大
祭
。
ま
4
4飢
立
コ始
組
之
胸
万
〈
推
下
始
刷
所
一一
・
回
出
一
之
帝
、
上
純
一一
之
於
仏
州
制
之
廟
ぺ
市
以
一一
始
泌
一
配
ド之
也
。
朱
子
制
、
蹄
ル
ル
レ然
下仏川刷

所
二
自
尚
一
之
帝
及
始
秘
二
位
よ
、
不
ν
及
こ
群
廟
之
主
寸
是
也
。
故
字
従
レ
一
一
小
、
従
レ
帝
。
締
者
天
子
一
字
レ
帝
之
悠
小
山
泊
。
諸
侯
不
で
一
一
収
組
一
一
天
子
叩

惟
王
者
可
乙
以
遁
下
仏
州
組
所
}
一
白
山
内
-
之
帝
よ
、
市
部
小
忠
之
。
所
ν
然
者
帝
、
故
日
ν
稿
。
乃
夫
'
子
之
制
限
也

D

船
祭
之
組
問
、
常
下
N

子
一
公
羊
停
之
文
}
銭
ム
ド
足
。
日
、
大
事
者
、何
9

大
飴
也
。
大
一
給
、
段
廟
之
主
、
棟
一
一
於
太
砲
な
木
殺
崩
之
主
、
皆
升
ム
口
一
一
食

於
太
創
刊
筆
致
期
之
主
、
放
一
一
於
大
廟
之
夫
安
寸
飲
出
部
隊
レ
之
。
米
段
筋
之
、
王
、
皆
在
一
一
各
廟
ぺ
故
税
迩
ν
之
、
使
下
升
一
一於
太
組
一
部
ム日
食
ム
一お。

曾
子
問
問
、
給
祭
則
蹴
迎
一
一
回
廟
之
主
↓
諸
侯
五
郎
問
、
一
第
一
一
太
秘
廟
日
記
期
之
、
玉
、
皆
裁
レ
湾
、
故
惟
迎
一
一
四
期
之
、
正
一
也
。
天
子
則
迎
三
ハ

蹴
之
主
叩
件
以
日
、
周
波
一
一
酬
六
戸
叩
七
一
期
七
戸
、
始
組
后
殺
、
後
レ
岱
不
ム
ゲ
族
、
故
放
酬
止
一
一
六
戸
一
也
。
給
有
一一
時
給
ぺ
有
一
一
大
治
↓
時
給
、

米
間
以
一
腕
之
主
、
合
一
一
食
於
太
蹴
叩
大
絵
、
則
合
こ
殴
餅
未
段
廟
之
主
↓
皆
升
合
食
、
公
羊
所
ν
云
、
則
大
給
也
。
天
子
有
ν
稀
有
ν
給
。
諮
侯
無
ν

稀
市
有
レ
給
q

へ
五
一
際
通
考
)

f
各
九
十
七
、
」

部栄
慈
聞
の
此
の
訟
明
は
‘
一
見
如
何
に
も
明
瞭
そ
の
も
の
も
A

ゃ
う
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
此
の
胎
締
の
繭
を
、
猪
郊
締
の
稀
と
向
綴
に
見
な

じ
、
大
停
の
訟
に
基
づ
い
℃
、
務
り
王
者
の
大
祭
と
限
内

J

た
の
は
ど
う
あ
ら
う
か
。
ム
稔
秋
や
左
俸
の
記
載
す
る
と
こ
ろ
に
擦
れ
ば
、
魯
に
於

。
ハ
街
左
俸
の
褒
公
十
六
年
の
僚
に
は
.
一

2

諮問
入
問
、
以
2
L
券
震
之
禾
一一
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諸
施
己
の
伺
さ
へ

b
る
)

魯
は
周
公
の
勲
功
に
よ
り
、
特
に
此
の
事
が
察
さ
れ
て
あ
っ
た
と
し
て
も
、
度
々
未
投
廟
に
議
し
て
ゐ
る
事
賞
、
を
仰
と
見
る
か
。
こ
れ
大
体

s

の
所
抑
制
一
ー
鵡
不
ν
一土不
ν
務
ゅ
王
者
瀦
三
甘
…
ハ
泌
之
所
一
一
白
出
ぺ
以
ニ
北
ハ
組
一
配
ν
之
。
」
以
外
に
、
何
等
か
の
形
式
に
於
て
ハ
よ
し
王
制
に
於
け
る
鄭

訟
や
孔
疏
の
設
明
が
撃
主
で
あ
る
と
し
て
も
、
ゾ
締
約
一
川
が
行
は
れ
た
こ
と
を
否
む
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
こ
れ
社
佑
が
鄭
訟
を
円
以
な
り
と
し

議
mw

℃、
稀
給
二
松
、
供
走
大
祭
。
先
賢
所
レ
胸
伴
、
義
各
有
ν
殊
。
馬
融
・
王
粛
皆
一
五
、
務
大
給
小
。
鯨
玄
一
任
一三
総
↓
以
一
一
一
給
大
穂
小
↓
町
民
遼
・
劉
献
則

一
五
、
一
一
祭
二
名
、
総
無
一
一
差
降
↓
数
家
之
設
、非
弘
一
一
一
地
(
協
↓
五
で
み
れ
弘
一
辿
ニ
経
訓
ぺ
伽
州
議
潟
ν
一
長
。
嘗
試
論
レ
之
。
以
、
総
経
及
ぶ
秋
所
ν
武向、

皆
一
給
大
一
~
於
締
ぺ
按
存
秋
公
羊
停
一
去
、
大
一
一
事
於
大
樹
叩
大
事
者
、
給
也
。
給
者
、
殴
廟
之
主
、
陳
一
一
於
太
組
↓
未
段
廟
之
主
、

皆
升
合
一
一
食

が
、
太
山
肌
サ
五
一
一
於
諦
一
州
知
一
辺
、
締
こ
於
来
公
づ
諦
ニ
於
然
公
↓
銃
不
レ
於
一
一
太
泌
づ
(
但
し
佐
川
公
入
年
大
槻
に
鵡
し
、
叉
守
一
公
入
年
大
府
に
鵡
せ
し

と
思
は
る
L
例
あ
り
)
別
小
一
一
於
給
一
也
。
又
按
一
一
概
詑
づ
払
仰
い
一
於
大
崩
一
之
総
云
、
川
以
胸
之
、
王
升
合
食
、
一
山
立
二
二
戸
↓
又
按
一
一
斡
詩
内
体
一
一
五
、

勝
取
一
一
段
朋
之
主
づ
皆
升
令
一
一食
於
太
組
サ
則
鵡
小
一一
於
私
一
也
。
一
給
則
群
蹴
之
主
、

4
G
升
ニ
於
太
胤
蹴
寸
締
者
各
於
一一比ハ胸
一一
而
行
一
一
祭
政
↓
二

約
九
小
供
及
一
一
致
胸
刊
締
之
時
、
丈
一
土
以
上
段
主
、
自
在
二
后
段
胤
一
部
然
。
文
主
以
下
段
、
王
、
白
夜
一
三
桃
一
一
間
仰
い
が
。
柿
之
以
ν
松
川
得
ν
待
ν
成。

鵡
則
小
一
一
於
一
給
寸
前
大
こ
於
四
時
一
也

D

令
子
問
ド
主
。
夫
子
一去
、
自
ν
非
ν
一
給
一
一
祭
七
期
五
・
朗
↓
、
無
レ
市
出
レ
主
。
市
ボ
レ
一
一
百
ν
滞
。
小
一
一
於
給
一
明
尖
。

共
給
則
備
一
一
五
弾
三
沼
寸
蹄
惟
問
弁
三
消
。
払
w
m
誠
一
山
ム
ハ
代
之
城
主
滞
期
間
代
市
下
、
又
知
…
砕
一
例
之
掛
川
サ
以
一
一
小
ニ
共
同
一
也
Q

(

陥
落
)

と
論
断
し
た
所
以
で
あ
ら
う
。

七
、
結

三五
回ロ

以
上
説
明
し
来
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
給
鵡
の
問
題
は
笈
に
千
右
の
炎
訟
た
る
こ
と
を
知
る
。
さ
れ
ば
今
日
に
於
て
、
敢
て
之
が
論
定
b
L

試
み
ん
と
す
る
こ
と
は
、
政
る
凶
難
念
事
柄
で
あ
り
、
小
平
ろ
無
謀
に
泣
い
業
と
制
約
は
ざ
る
を
特
な
い
。
併
し
乍
ら
、
似
ひ
て
自
分
に
之
が
妄

断
を
察
さ
れ
る
た
ら
ば
、

凡
フ
〈
次
の
如
き
事
柄
と
な
り
は
す
ま
い
か
。

mM
ち

一ーは一一一



cu締
は
元
来
王
者
が
末
帝
を
祭
っ
た
名
前
で
あ
る
。

…υ織
っ
て
王
者
が
共
の
秘
の
自
つ
℃
山
内
づ
る
と
こ
ろ
の
帝
主
的
対
り
、
之
に
配
す
る
に
械
を
以
℃
ず
る
の
も
亦
浦
と
名
づ
け
る
。
斯
く
し
て

斜
交
の
感
生
帝
訟
に
採
ら
ざ
る
院
h
y
、
鴻
は
天
祭
よ
り
更
に
人
祭
に
ま
で
披
大
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

(
一
一
一
ゾ
統
に
人
然
の
大
糸
る
煮
に
到
し
て
識
の
名
主
浴
す
る
以
上
、
敢
℃
王
者
に
あ
ら
宇
と
も
、
北
ハ
の
泌
を
中
心
と
し
て
合
的
九
小
中
む
行
ふ
如
き
大

祭
に
は
、
矢
張
り
之
を
締
と
名
づ
け
て
差
支
な
か
っ
た
。
市
し
て
此
の
場
合
は
、
合
的
公
な
る
が
放
に
久
治
と
も
糾
し
た
。

(
問
)
北
ハ
の
後
J
本
段
踊
の
或
主
主
中
心
と
し
て
、
或
る
年
次
に
ハ
例
へ
ば
五
年
に
二
輸
の
如
き
)
〈
一
京
競
の
大
祭
が
行
は
れ
、
こ
れ
亦
大
祭
な
る

が
故
に
鵡
と
綿
ず
る
こ
と
を
得
た
。
こ
与
に
於
て
(
三
)
の
場
合
の
識
は
、
之
を
子
四
)
の
場
合
と
京
別
し
て
、

に
怠
っ
た
。

「
ぬ
」
と
特
裕
す
る
や
う

ハ
五
〉
斯
く
し
℃
遂
げ
仰
は
、
臨
時
祭
の
中
で
も
、
春
秋
の
如
き
比
較
的
成
大
な
れ
mm
に
法
、
そ
の
一
方
に
、
鴻
の
名
を
冠
せ
し
む
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
(
春
鵡
秋
誉
の
類
)
。
み
ん
も
此
の
持
祭
の
鵡
名
は
、
周
初
に
於
て
は
加
に
「
楠
!
一
と
嬰
っ
て
し
ま
っ
た
が
。

と
た
る
の
す
あ
る
が
、
悲
し
此
の
想
定
が
容
さ
れ
る
な
ら
ば
、
経
侍
北
(
の
他
に
見
え
た
る
袷
鵡
の
問
題
は
、
大
践
に
於
て
支
障
な
く
解
明
せ

ら
る
-L
も
の
と
忍
は
れ
る
。
但
し
此
の
小
研
究
は
、
一
給
乞
設
く
に
専
ら
で
あ
っ
た
'
忽
に
、
諸
に
溺
れ
る
こ
と
が
甚
だ
少
か
っ
た
。
立
つ
「
天
子

に
は
太
滞
有
つ
℃
大
訟
無
く
、
諸
侯
に
は
大
一
給
あ
っ
て
大
鴻
無
し
。
」
の
設
や
、
「
訟
に
も
亦
時
祭
あ
り
。
!
一
の
設
な
ど
、
一
切
之
に
織
的
け

る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
銃
に
拙
著
「
論
語
競
祭
考
」
な
る
一
文
が
、
大
接
紀
要
の
中
に
掲
殺
さ
れ
、
北
ハ
の
中
に
総
々
詳
し
く
論

じ
て
あ
る
の
で
、
敢
℃
省
略
に
従
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
(
昭
和
十
四
年
七
月
二
十
九
日
稿
)
、

一一-13一一日
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